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その生物が食べる主な獲物をアイコンで
示した。内容は以下の通り。

生体のシルエットと、大きさを比較する
目安を掲載した。

ヒトデ類 カニ類

クラゲ類 イカやタコなど

エビ類 小型プランクトン

貝類魚類
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How to use this book
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7000
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オオグチボヤ

大口を開けて待ち構える

Megalodicopia hians｜マメボヤ目オオグチボヤ科オオグチボヤ

［体長］ 約15 ～25㎝

　大きく口を開けたような姿が、何ともトボケた印象のホヤである。映
像や写真では、泥で覆われた海底面からニョキッと生えて生息している
ように見えるが、実際は、その泥の下にある岩盤や、海底に沈んだ木な
どに固着している。
　大きな口のように見える部分は入水孔である。ここから大量の海水を
取り込み、プランクトンなどを漉しとって、咽に相当する部分を通り、
それから食道、そして胃へと運んで食べる。入水孔に運よく小型のエビ
やヒトデなどが流れ込んできた際には、口を能動的に閉じて、獲物を逃
がさないようにする動作も確認されている。

口を開けてただ待ち構えるのみ

　浅い海に住むホヤの仲間の多くは、エラの周りに生えた繊毛を使って
自ら水流を起こし、海水を取り込んで獲物を食べる。しかしオオグチボ
ヤはこの繊毛を持たない。ただポカンと口を開けて、受動的な姿勢で獲
物を待っている。海水の流れの方向を向いて口を開け、流れてくる獲物
を選り好みせずに摂取しているのである。
　深海に群生するオオグチボヤ達は、目も鼻も持たず、大口だけを開け
たり閉じたりしている静かな存在である。日本では富山湾などで群生が
発見されているほか、相模湾でも群生地が見つかっている。 オオグチボヤ

Megalodicopia hians

脊索動物門／底生生物脊索動物門／底生生物

オオグチボヤオオグチボヤ

［［体長体長］］ 約15～25㎝約15～25㎝

大口を開けて待ち構える大口を開けて待ち構える

140

分類については目・科を掲載し、種の名前は原則和名で
表記する。生物写真は、種が分かるものは学名と和名を
掲載し、不明なものは「属名+ sp.」のように掲載した。
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深海の世界 水深による区分
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表層
0～ 200m

沿岸底域
海底 0～ 200m

深海底帯
海底 2000～ 6000m

超深海底帯
海底 6000m～

この本では、深海生物を生息水深が浅い方から順に３つの章に分けて掲載し
た。特殊な生態系に属する生物群集については、生息水深で分けず、巻末に
まとめた。昼間と夜間、幼体と成体、生息地域などで生息水深が異なる種は、
だいたいの目安で分けている。

　深海（200m以深の海）は海洋全体の体積の約95％を占
めており、広大な暗黒空間には様々な深海生物が存在する。
　本書では、多種多様な深海生物の一部を、下の３つの要素
で分けて、写真やイラストと解説で紹介している。これらの
要素は、その深海生物が深海のどんな場所にいて、どんなグ
ループの仲間であるかを大まかに知る手助けとなるはず
である。
　標本の採集や観察が難しい深海生物は、断定的に語
れる情報が少ない。しかし、調査や研究で明らかと
なった事は着実に増えている。本書で、深海生物
の姿や生態を知り、より深い興味をもつきっかけ
となれば幸いである。

　深海生物の分布の区分には様々
な解釈があるが、本書では、右の
ようにいくつかの層に区分した。
　漂泳生活（プランクトン・ネク
トン）をする生物は表層から超深
海層までの５つに分けた。
　底生生活（ベントス）をする生
物は沿岸底域から超深海底帯まで
の４つに分けた。

　深海生物の多くは「光合成生態系」
に属しているが、光合成生態系に属し
ていない「化学合成生態系」に属する
生物は、下の２つにまとめた。

鯨の遺骸や骨に群がる深海生物

熱水や湧水の周辺に群がる深海生物

水深の他に、深海生物を生活様式によって２つに分けた。一般に、クラゲの
ように水中を漂う生活（プランクトン）や、魚のように水中を遊泳する生活（ネ
クトン）をするものを「漂泳生物」とよぶ。一方、ヒトデやカニのように海
底で生活（ベントス）をするものを「底生生物」とよぶ。章の中では両者を
区別し、「漂泳生物→底生生物」の順に掲載している。

生活様式の他に、さらに「門」のグループごとに分類している。本書では、
主に１項目につき 1種を掲載しているが、ページによっては「◯◯科の仲間」
など、複数種をまとめて掲載している。分類については、主に JAMSTEC
の運営するデータベース「BISMaL」に基づき行ったが、異なる解釈のもの
もある。

軟体動物門
　タコ目

　　メンダコ科
　　　メンダコ属
　　　　メンダコ

［門］
［目］
［科］
［属］
［種］

水深

生活様式

種の分類

ex)  200～ 1000m , 3000～ 6000mなど

ex)  プランクトン、ネクトン、ベントスなど

ex)  軟体動物門、脊索動物門など
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